
第１回持続可能な京都府北部地域物流ネットワーク推進協議会 

 

日時：令和７年８月６日（水）   

１５:００～１７：００    

場所：ホテルロイヤルヒル福知山＆スパ 

（Zoomとの併用）  

 

 

 

次  第 
 

 

１ 開会のあいさつ（京都府）    

 

 

 

   

２ 本協議会の設立・運営について 

  ・協議会の設立趣旨説明   

・今後の進め方 

 

 

３．意見交換等 

 

 

 

 

４ 閉 会 

 

 

 



＜国交省の執行団体（協議会オブザーバー参加）＞

番号 団体・法人名 現地参加 オンライン参加

1 デロイト トーマツ コンサルティング合同会社 ○

＜物流事業者＞

番号 団体・法人名 現地参加 オンライン参加 区分

1 佐川急便株式会社 ○ 幹事

2 Sustainable　Shared　Transport株式会社 ○ 幹事

3 日本貨物鉄道株式会社（JR貨物） ○ 幹事

4 日本通運株式会社 ○ 幹事

5 福山通運株式会社 ○ 幹事

6 ヤマト運輸株式会社 ○ ○ 幹事

7 ヤマトマルチチャ－タ－株式会社 ○ 幹事

8 飯野港運株式会社 ○

9 井本商運株式会社 ○

10 KPMGコンサルティング株式会社 ○

11 セイノーロジックス株式会社 ○

12 ソフトバンク株式会社 ○ ○

13 株式会社NEXT DELIVERY ○

14 舞鶴倉庫株式会社 ○

＜荷主企業＞

番号 団体・法人名 現地参加 オンライン参加 区分

1 株式会社丹後王国ブルワリー ○

2 日東薬品工業株式会社 ○

3 扶桑化学工業株式会社 ○

＜関係団体＞

番号 団体・法人名 現地参加 オンライン参加 区分

1 一般社団法人京都府トラック協会 ○ ○ 幹事

2 一般社団法人綾部工業団地振興センター

3 一般社団法人長田野工業センター

4 京都倉庫協会 ○

5 一般社団法人京都舞鶴港振興会 ○

持続可能な京都府北部地域物流ネットワーク推進協議会
参加団体一覧

欠席

欠席



＜市町村＞

番号 団体・法人名 現地参加 オンライン参加 区分

1 福知山市 ○ 幹事

2 舞鶴市 ○ 幹事

3 綾部市 ○ 幹事

4 宮津市 ○ 幹事

5 京丹後市 ○ 幹事

6 伊根町 ○ 幹事

7 与謝野町 ○ 幹事

＜事務局：京都府＞

番号 団体・法人名 現地参加 オンライン参加

1 地域政策室 ○

2 丹後広域振興局（企画・連携推進課） ○

3 中丹広域振興局（企画・連携推進課） ○

4 経済交流課 ○

5 港湾局 ○

6 水産課 ○



第１回持続可能な京都府北部地域

物流ネットワーク推進協議会

令和７年８月6日(水) １５:00～17:００

※オンラインでご参加の方は、

名前欄を「お名前＠組織名」へ変更をお願いいたします。



本日の流れ

1. 各企業へのアンケート結果

2. 本議会の設立

3. 今後の進め方

4. 意見交換

5. まとめ、事務連絡
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１．各企業へのアンケート結果
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Ｒ６年度調査実施概要

アンケート回答 長田野工業団地、綾部工業団地の入居企業52社

ヒアリング調査 上記企業のうち12社、その他物流事業者等13社

課題に対応すべく、
協議会の設立へ
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２．本協議会の設立

4



人材不足等に対応する地域物流の効率化を図り、持続可能な北
部地域の物流ネットワークを推進していくことで、産業競争力の
維持・強化を目指す

例えば…

• 検品、出荷の一元管理

• 共同輸配送の促進

• 海運や鉄道貨物へのモーダルシフトの推進

• 持続可能なラストワンマイル物流への転換

（ドローン配送、貨客混載 等）

協議会を通じて企業・団体間で連携し、
課題に対応できる「地域物流効率化」モデルへ 5



協議会規約、幹事の役割について

（目 的）
第２条 物流の2024年問題を契機に顕在化するトラックドライバーの人材不足など
府北部地域における物流に関する課題に対応するため、物流事業者や荷主企業との
連携により地域資源を活かした物流の効率化を図る実証事業を実施することで、
持続可能な北部地域の物流ネットワークを推進し、産業競争力を維持・強化することを目的とする。

（組 織）
第４条 本協議会は、幹事及び会員で構成する。
２ 幹事は、本協議会の目的に賛同し京都府北部地域の物流に関わる事業者、

関係団体及び自治体等とし、本協議会の運営及び事業に関する企画・立案等を行う。
３ 幹事は、別表に定める。
４ 会員は、本協議会の目的に賛同し京都府北部地域の物流に関わる事業者及び関係団体等とし、

本協議会の運営等に参画する。

※規約の一部を抜粋
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２．今後の進め方
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Ｒ8年度実証事業に向けたFS調査の実施

• 府北部地域全体の物流量等の把握

• 地域物流の効率化に向けた調査、事業立案

• モーダルシフトの可能性調査

• 物流人材の確保、育成に向けた調査

• その他
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• 第2回協議会以降は、テーマを決めて意見交換や先進事例の紹介

を行う

• 並行して、協議会とは別に実証チーム（分科会）を組成し、オン

ライン等で実証事業に向けた検討を開始

⇒各企業の意向やFS調査等をもとにチーム組成

分科会単位での、Ｒ８年度実証事業へ
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３．意見交換

10



４．まとめ、事務連絡
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第2回協議会について

• 次回の協議会は、９月５日(金) 午後を予定しております。

• 議題は、

① 実証事業に向けたグループ分け（分科会）について

② Ｒ７年度調査の実施について

③ その他、本日の意見交換の中で出た話題 など

12



この会場は17時30分までとなっております。

本日はご来場いただき、誠にありがとうございました。
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